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わすれた かさ

ある あめの ひ、けんたさんは かいしゃから いえへ かえって いました。そとは つ

よい あめでした。みんな かさを さして、いそいで あるいて いました。

けんたさんの くつは すこし ぬれて いました。みちには 大きな みずたまりが あり

ました。くるまが とおると、みずが はねました。けんたさんは みちの はしを あ

るきました。

けんたさんは えきの ちかくの こうえんを とおりました。あめは すこし よわく な

って いました。けんたさんは ベンチの ところで すこし やすみました。

こうえんの きは あめで ぬれて、みどりが とても きれいでした。とおくで 子ども

の こえが きこえました。けんたさんは ふかく いきを すいました。あめの におい

が しました。

その とき、ベンチの うえに 小さな かさが ありました。あかい かさでした。だれ

かが わすれたようでした。けんたさんは まわりを みましたが、だれも いませんで

した。

「だれの かさだろう」と けんたさんは おもいました。かさには 小さな ねふだが

ついて いました。そこには 「さくら」と かいて ありました。じは とても きれい

でした。

けんたさんは その かさを もって、ちかくの おみせに いきました。「すみません、

この かさを しりませんか」と てんいんに ききました。でも てんいんは しりませ

んでした。

「だれか さがして いるかも しれませんね」と てんいんが いいました。「そうです

ね」と けんたさんは いいました。けんたさんは また こうえんの ほうへ もどりま

した。

こうえんの 入り口で、けんたさんは わかい おとこの ひとに ききました。「この あ

かい かさを しりませんか」「いいえ、しりません」と その ひとは いいました。け

んたさんは こまりました。

わすれた かさ

1



けんたさんは こうえんの なかを ゆっくり あるきました。はなを みて いる おばさ

んに ききました。「この かさの もちぬしを しりませんか」「さあ、わかりません」

と おばさんは いいました。けんたさんは すこし がっかりしました。

「もう すこし まって みよう」と けんたさんは おもいました。そして あかい かさ

を もって、ベンチの ちかくに たちました。とおくの そらが だんだん あかるく な

って きました。あめの おとが しずかに なりました。

そのとき、こうえんの むこうから 一人の おばあさんが あるいて きました。おば

あさんは こまった かおで、なにかを さがして いました。「あの…」と けんたさん

は こえを かけました。

「もしかして、この かさを さがして いますか」と けんたさんは ききました。おば

あさんは あかい かさを みて、とても うれしそうな かおを しました。「ああ、それ

です。わたしの かさです」

「ねふだに さくらと かいて ありました」と けんたさんが いいました。「ええ、さ

くらは わたしの なまえです」と おばあさんは いいました。「よく みつけて くれま

したね」

「まごから もらった たいせつな かさなんです。さっき ベンチに わすれて しまい

ました」と おばあさんは いいました。けんたさんは かさを わたしました。

「この かさを さして いると、まごの ことを おもいだすんです」と おばあさんは

しずかに いいました。「とても すてきな かさですね」と けんたさんは いいまし

た。

「まごは いま とおくに すんで います。なかなか あえません」と おばあさんは い

いました。「でも この かさが あると、まごが そばに いるような きが するんです」

けんたさんは しずかに うなずきました。

「ありがとう ございます。ほんとうに たすかりました」と おばあさんは なんども

おれいを いいました。けんたさんは 「いいえ、よかったです。みつかって ほんと

うに よかったです」と わらいました。

おばあさんは 「あなたは やさしい ひとですね」と いいました。そして かばんか

ら あめを 一つ だして、けんたさんに くれました。「これ、どうぞ。きを つけて か

えって くださいね」
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けんたさんは あめを もらって、ありがとうと いいました。あめは もう やんで い

ました。そらの あいだから ひかりが すこし みえました。

おばあさんは あかい かさを むねに だいて、ゆっくり あるいて いきました。とち

ゅうで いちど ふりかえって、けんたさんに 手を ふりました。けんたさんも 手を

ふりました。

けんたさんは ベンチに すわって、もらった あめを たべました。あまくて、すこし

レモンの あじが しました。「いい あじだな」と けんたさんは おもいました。

いえに かえる みち、けんたさんの こころは とても あたたかかったです。小さな

ことでしたが、いい 一日に なりました。けんたさんは おばあさんの えがおを お

もいだして、しずかに わらいました。
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